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第 3 章では、チタン窒化物皮膜の膜質を議論する上で、正確な皮膜組成の把握が重要となることから、 EPMA にお
ける定量補正法である ZAF 法を基本として、薄膜に対して適用可能な定量補正法を考案するとともに、実際にチタ
ン窒化物薄膜および厚膜に適用することによってその妥当性を立証している。
第 4 章では、 EPMA によるチタン窒化物皮膜中の不純物酸素濃度の定量精度について、 XP8 およびイオン注入法
を併用した 81M8 による分析結果と詳細に比較検討し、チタン窒化物皮膜中の不純物酸素の定量分析に EPMA を適
用することの優位性について提示している。
第 5 章では、皮膜のモル比[N]/[Ti] に着目し、被覆条件との関係を明らかにした上で、皮膜硬さとの関係について検











































以上のように本論文は HCD 法によるチタン窒化物皮膜の形成を通じて、 EPMA による薄膜にも適用可能な新しい
定量補正法の考案も含め、被覆条件と皮膜硬さ、環境遮断性、そして、皮膜の結晶粒径、モル比[N]/[Ti]、不純物酸素
濃度、圧縮応力との関係を詳細に明示した上ですべての因果関係を明らかにしている。本研究を通して得られた知見
は成膜方式や化合物皮膜種を超越した膜質制御に関する普遍的知見と言えるもので、物理蒸着法による機能性皮膜形
成の分野の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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